
第
９
回 

長
生
郡
市
合
併
協
議
会
で 

 
 
 

協
議
会
の
「
休
止
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

九
月
十
日
（
月
）
、
第
９
回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
長
生
村
の
離
脱
、

一
宮
町
・
白
子
町
議
会
で
の
協
議
会
規
約
変
更
の
否
決
を
受
け
て
、
協
議
会
は
解

散
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
九
月
六
日
の
正
副
会
長
（
７

市
町
村
長
）
会
議
で
の
議
論
の
結
果
、
合
併
協
議
会
は
「
休
止
」
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
、
解
散
で
は
な
く
「
休
止
」
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

《
協
議
会
会
長
・
石
井
茂
原
市
長
の
発
言
よ
り
》
（
要
旨
） 

「
関
係
市
町
村
長
で
今
後
ど
う
す
る
か
、
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
首
長
の
中
に
は

解
散
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
長
生
郡
市
の
合
併
は
絶
対
必
要

な
の
で
、
将
来
の
た
め
休
止
し
て
、
組
織
を
残
す
こ
と
に
し
た
。」 

《
藤
見
長
南
町
長
の
発
言
よ
り
》
（
要
旨
） 

「
九
月
六
日
の
会
合
で
、
休
止
す
る
か
、
責
任
を
と
る
か
を
提
案
し
た
が
、
休
止

す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
休
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
責
任
は
取
ら
な
く

て
よ
く
な
っ
た
。」 

 

合
併
協
議
会
の
「
休
止
」
と
は
？ 

合
併
協
議
会
が
解
散
す
る
と
、
再
度
、
合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な

っ
た
場
合
、
改
め
て
各
市
町
村
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
協
議
会
で
調
整
し
た
協
定
項
目
も
、
一
度
白
紙
に
戻
し
て
再
度
協
議
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
「
休
止
」
の
場
合
に
は
、
再
度
議
決
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
容
易

に
合
併
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
協
議
会
で
は
、
合
併

に
必
要
な
全
て
の
合
併
協
定
項
目
の
協
議
が
す
で
に
終
了
し
て
い
ま
す
。
来
年
の

各
首
長
選
挙
（
茂
原
・
一
宮
・
長
生
）
な
ど
で
状
況
が
変
化
す
れ
ば
、
新
市
名
「
茂

原
市
」
や
、「
新
市
に
お
い
て
調
整
」（
先
送
り
）
す
る
多
く
の
項
目
を
残
し
た
ま

ま
、
即
座
に
合
併
へ
進
む
こ
と
が
可
能
で
す
。 

みんなで考えよう 一宮の未来! 

長生郡市合併協議会は「解散」ではなく「休止」！ 
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《第 9回合併協議会における一宮町･篠瀬三喜男委員の発言より》（要旨） 

 前回の合併協議は、茂原市議会の都合で破綻した。今回

の合併協議においては、委員や住民に一つの不安があった。

それが現実化したのが新市名の問題だ。前回すでに「長生

市」と決定していたが、茂原が「茂原市」も考えて欲しい

ということで公募になり、数の力で「茂原市」になってし

まった。 

 合併協定項目になかには、多くの「新市に先送り」する

項目がある。新市名決定の成り行きから見ると、これらも

また茂原の数の力で押し切られる可能性が見えた。 

 各自治体が、抑えるべきところは抑えていかなければい

けない。これが、問題であったことを考えて欲しい。 

（傍聴者のメモより） 

近藤町長に｢住民投票条例の制定｣を再度要望します。 
 

 ４千７百人近くの一宮町民の署名を添えて提出した前回の住民

投票に関する要望は、近藤町長によって拒否されました。 

 理由は、関連市町村長との関係を重視するということでした。

また、臨時議会では、住民投票をする時間がないことなどを挙げ

て、「またの機会に」と発言されました。 

 合併協議会が休止されたので、時間的余裕が生まれました。他

の市町村長の意向を考慮する必要もなくなりました。 

 しかも、状況の変化によっては、今回の協議会で決定したこと

を踏まえて、即座に合併に進んでしまう可能性さえあります。 

 いまこそ、住民投票条例を制定する絶好の時機ではないでしょ

うか。私たちは、この機会に是非、住民投票条例を制定していた

だくように、近藤町長に再度要望書を提出いたします。 

 詳細については、次回の報告でお知らせいたします。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

【予告】 

「みんなで考えよう 一宮の未来！」（第 1回） 
～ 長生郡市合併協議の検証とこれからの一宮町 ～（仮題） 

を開催いたします。（10 月中に開催の予定です。） 

 今回の合併協議を振り返るとともに、これからの一宮町がどう

あるべきかを、みなさまと一緒に考えていこうと思います。 

 日時・場所などは、決定次第ご報告いたします。多くの皆さま

にご参加いただきますように、お願い申し上げます。 

 

ご意見、お問合せは･･･ 未来の上総一宮をつくる会 

代 表 馬淵 昌也 (42)4211 

副代表 藤乗 一由 (42)6068 

今回の合併協議の問題を振り返る 


